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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カドヘリンスーパーファミリーに属する古典的なカドヘリンです。コードされているタンパク質は、5つの細胞外カドヘリンリピート、膜貫通領域、そして高度に保存された細胞質末端からなるカルシウム依存性細胞間接着糖タンパク質です。ニワトリとマウスを用いた研究に基づき、このカドヘリンは脳の分節化と神経細胞の伸展において重要な役割を果たすと考えられています。さらに、腎臓と筋肉の発達における役割も示唆されています。特に興味深いのは、共導入細胞株においてカドヘリン2と4の安定したシスヘテロ二量体を示した研究です。これまでは完全に同種親和性で相互作用すると考えられていましたが、これはカドヘリンのヘテロ二量体形成の初めての証拠です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年11月],function:Cadherins are calcium dependent cell adhesion protein.,function:Cadherins are calcium dependent cell adhesion protein.カドヘリンは細胞同士を繋ぐ際に、互いに同種親和的に相互作用する傾向があるため、異種細胞の選別に貢献している可能性がある。網膜の発達において重要な役割を果たす可能性がある。,類似性：5つのカドヘリンドメインを含む。,組織特異性：主に脳で発現するが、他の組織でも認められる。,
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	CDH4抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CDH4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	シトクロム P450 2D6 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

